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１．【まもる】の取組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横浜市 自転車総合計画 平成２９年度 第１回 自転車等施策検討協議会 

各取組の進捗状況について 
資料２ 

■中学生向け【教材】について 
【特徴】 
・13 歳以上になると原則、歩
道通行が認められなくなる
ことや、14 歳以上が自転車
運転者講習制度の対象にな
ることなど、自転車のルー
ルのうち、「小学生と中学生
で変わること」を中心に掲
載しています。 

 

■小学生と中学生の主な違い 
 ①道路の通る場所 
 ②違反者講習の受講 
 ③事故を起こした時の責任 
 

■現状と今後の方向性 
平成 29 年５月のサイクルルールブックの公表に合わせて、トークイベントの開催、同時期に開催さ
れた他イベントでのルールブック配布等を行いました。 
また、中学生向け自転車交通安全教室等でコンパクト版を教材として活用しています。 
今後、様々なイベントや交通安全教室等の中で、ルールブックを活用した周知啓発を進めていきます。 

③新たな場での自転車交通安全教育の実施 

■概要 
自転車事故や違反が多く、ルール教育
の機会が少なかった中学生に対し、今
年度から新たに自転車の交通安全教
室を開催しています。 
 
■現状と今後の方向性 
平成30 年２月末までに16 校の市立
中学校で開催。座学、テスト、アンケ
ート等を実施 
（詳細は２・３ページ参照）。 

 

②世代別の交通安全教育に向けた【教材】の作成 

■概要 
中学生向け、保護者向けなど、各世代に合わせ
て自転車のルールを解説したチラシを個別に作
成し、ルールブックと組み合わせて【教材】と
して活用していきます。 

■現状と今後の方向性 
以下の世代別の【教材】の作成を進めるととも
に、これらの教材を活用する場や指導する人材
を拡充していきます。 
①中学生 ②高校生 ③高齢者 
④子育て世代 ⑤自動車運転者 

①サイクルルールブックの作成・公表 

■概要 
自転車の遵守すべき交通ルールを網羅的にまと
め、指導する立場の人を含めて交通安全教育の
拠り所として、「みんなの サイクルルール 
ブック横浜」を５月に公表しました。 

■備考 
【印刷部数】 本編  1,300 部 
 概要版 43,000 部 
【配布数】 平成 29 年 10 月時点 
 約 4 0,000 部配布（概要版） 
 

■ヨコハマ・サイクルトーク 
 「Fun & Safety 」の開催 
【開催日】６月３日（土） 
【場所】 赤レンガ倉庫広場 
【主催】 ㈱枻出版社、横浜市 
【観客数】約 200 人 
【配布数】500 部 
【概要】 「自転車を楽しく、安全に利
用する」をテーマに実演も交えて周知 

 

■ECO パートナーDAY（温暖化対策統括本部連携） 
【開催日】8 月 5 日（土） 
【場所】 ニッパツ三ツ沢球技場 
【主催】  ㈱横浜フリエスポーツクラブ 
【配布数】200 部 
【概要】 サッカーチーム主催イベント
の温暖化ブースでルールブックを配布 

 

■都筑区 交通安全パレード 
【開催日】9 月 15 日（金） 
【場所】 センター南駅 
【主催】 都筑区交通安全対策協議会 
【配布数】100 部 
【概要】 秋の全国交通安全運動で開催され
るパレードに参加し、ルールブックを配布 
 

④子育て世代・高齢者への既存機会を活用した交通安全教育の充実 

■概要 
子育て中の保護者や高齢者に対して、既存の講習等の機会を活用し、自転車の交通安全に関する啓発
教育を追加し、教育の場を充実します。 

■現状と今後の方向性 
平成 28 年度の取組として、保護者向け、高齢者向けに実施してい
る交通安全教育の場を活用し、新たにヘルメットの重要性、基本的
な自転車のルール等を啓発する内容を加えています。 
これらの取り組みでは、保護者は自身が保護する子ども、シルバー
リーダーは各地域の高齢者に対して「指導する立場」であることの
意識付けも行っています。 
■保護者向け自転車安全講習会 
【対象者】 保育園・幼稚園の幼児 
      保護者 
【開催数】 年間 5～10 回 
【参加数】 各回 10 ～50 名程度 
【内容】  ①ヘルメットの重要性 
      ②基本的なルール 等 
【指導者】 市職員 
【備考】  平成 27 年度より開催 
 
 

■はたふり誘導講習会 
【対象者】 小学校通学時の「はたふ 
      り誘導」協力者 
      （保護者、ボランティア） 
【開催数】 年間３～４回 
【参加数】 552 名（平成 29 年実績） 
【内容】  ①ヘルメットの重要性 
      ②基本的なルール 等 
【指導者】 市職員 
【備考】  DVD ・講話（約 10 分） 
 
 

■シルバーリーダー養成研修会 
【対象者】 シルバーリーダー養成 
      研修会参加者 
【開催数】 年４回程度 
【参加数】 各回 100 名程度 
【内容】  ①高齢者の事故の特徴 
      ②基本的なルール … 等 
【指導者】 市職員 
【備考】  シルバーリーダーは、高 
      齢者の交通安全指導者と 
      して地域で指導する立場 
 
 

自転車ルールブック、世代別の教材を活用しながら、新たな「場」及び「人材」 
を拡充し、世代に合わせた交通安全教育を行っていきます。 

展開 

 

当面の 
目標 

■YOKOHAMA City Special 出演 
【開催日】6 月 4 日（日） 
【場所】 日産スタジアム 
【主催】 横浜マリノス㈱ 
【配布数】200 部 
【概要】 サッカーチーム主催のイベン
トに参加し、ルールブックを配布 

 

Pick  
UP Ａ 中学生向け Ｂ 保護者向け（㈱ドコモ・バイクシェア連携） 

■概要 
㈱ドコモ・バイクシェアと連携し、同社が主催す
る子ども自転車乗り方教室で、参加者の保護者向
けに自転車のルールや子どもに教えるときのポイ
ントを伝えます。 
 
■現状と今後の方向性 
平成 29 年 9 月末から
12 月の間の6 日間で計
18 回開催。対象人数は
450 名を予定。 

 

■横浜カーフリーデー&モビリティウォーク 
【開催日】9 月 23 日（土） 
【場所】 日本大通り 
【主催】 NPO 法人横浜カーフリーデー実行委員会 
【配布数】500 部(神奈川県自転車商協同組合協力) 
【概要】 交通関係のイベントに参加し、
ルールブックを配布 
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    ③新たな場での自転車交通安全教育の実施 

   【中学生向け自転車交通安全教室の開催】～新たな場の形成について 
 

１．中学生向け交通安全教室について 

 「まもる」施策では、世代別に交通安全教育の場を設け、自転車利用ルールの普及を目指しています。 

 中学生は、自転車事故の負傷者数や違反割合が多く、14歳以上が自転車運転者講習制度(平成27年施行)の対象

になることなどから、自転車の交通安全教育を行う必要性が高いと考えます。 

 そこで、今年度から新たに中学生向け自転車交通安全教室を開始し、応募のあった 16 校に対して、座学、理解

度を確認するテスト、自転車利用ルールの遵守の実態を調査するアンケート等を実施しています。 

 平成 29 年８月時点では、10 校 3,274 人に対して交通安全教室を開催しました。 

※人数は当日の受講者数であり、テスト及びアンケート回答数とは異なります。 
 

 

■中学生向け交通安全教室実施校一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①交通安全教室（座学） 
 

【受託者】 横浜市交通安全協会 

【使用教材】 ①中学生向けの啓発チラシ（新規に作成） 

 ②みんなのサイクルルールブックよこはま（概要版） 

【指導内容】 ・中学生の事故の特徴、教材に基づく指導 

   (一例)  （車道通行の原則、改正道路交通法等） 

 ・テストの解説 

 ・実演(ながら運転の危険性) 

 ・質疑応答 
 

■中学生向け啓発チラシ 

 

 ②自転車交通安全に関するテスト 
 

【実施タイミング】 ①教室の「前」に実施：13校 

 ②教室の「後」に実施：3校 

【テストの項目】 別添資料参照 

  問１ 自転車の通行場所 

  問２ 車道での通行方法 

  問３ 歩道での通行方法 

  問４ 交差点の通行方法 

  問５ 自転車の利用方法 

 ③自転車交通安全に関するアンケート 
 

【実施タイミング】 ①教室の「前」に実施：13校 

 ②教室の「後」に実施：3校 

【設問の項目】 別添資料参照 

Ｑ１ 普段自転車に乗っていますか？ 

Ｑ２ どのような時に自転車を使いますか？。 

Ｑ３ 「車道」「歩道」どちらを通ることが多いですか？ 

Ｑ４ 車道では、どちら側を走っていますか？ 

Ｑ５ 車道通行のルールを知っていましたか？ 

Ｑ６ 事故にあいそうになったことはありますか？ 

Ｑ７ 正直、車道の左側を走ろうと思いますか？ 

Ｑ８ 違反したことがある交通ルールはありますか？ 

■自転車交通安全教室の内容 

 

■生徒が集中して取り組める

よう、各中学校と調整し

様々な方法で教室を実施 
 

 
 

 
 

 

▼体育館で全員に説明 

▼校庭で全員に説明 

▼校内放送で説明 

M：奈良（青葉区） 

実施日 2017.12.13 

人数 （未定） 

学年 2 年生 

H：茅ヶ崎（都筑区） 

実施日 2017.7.18 

人数 300 人 

学年 1 年生 

Ｊ：新井（保土ヶ谷） 

実施日 2017.7.20 

人数 250 人 

学年 1/2/3 年生 

Ｐ：南希望ヶ丘（旭区） 

実施日 2017.2.26 

人数 160 人 

学年 1 年生 

Ｉ：日野南（港南区） 

実施日 2017.7.19 

人数 470 人 

学年 1/2/3 年生 

Ｂ：大正（戸塚区） 

実施日 2017.6.28 

人数 190 人 

学年 2 年生 

Ａ：中田（泉区） 

実施日 2017.6.23 

人数 190 人 

学年 1 年生 

Ｆ：末吉（鶴見区） 

実施日 2017.7.10 

人数 260 人 

学年 1 年生 

Ｅ：浦島丘（神奈川区） 

実施日 2017.7.7 

人数 182 人 

学年 1 年生 

Ｄ：保土ヶ谷（保土ヶ谷区） 

実施日 2017.7.6 

人数 276 人 

学年 1 年生 

Ｎ：岩井原（保土ヶ谷区） 

実施日 2018.2.9 

人数 120 人 

学年 1 年生 

Ｌ：野庭（港南区） 

実施日 2017.11.22 

人数 198 人 

学年 1/2/3 年生 

Ｏ：舞岡（戸塚区） 

実施日 2018.2.21 

人数 210 人 

学年 3 年生 

Ｃ：洋光台第一（磯子区） 

実施日 2017.6.30 

人数 356 人 

学年 1/2/3 年生 

Ｇ：富岡（金沢区） 

実施日 2017.7.12 

人数 800 人 

学年 1/2/3 年生 

Ｋ：六浦（金沢区） 

実施日 2017.10.25 

人数 450 人 

学年 1/2/3 年生 

Pick 

UP 
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２．【テスト】の上半期速報について 

 上半期の対象校の 10 校のうち 8 校で教室「前」に、2 校で教室「後」にテストを行い、2,050 人の中学生が回

答しています。正答率を比較すると、教室「前」に比べて、「後」の正答率はどの問でも大きく高まっており、

一定の交通安全教育の効果があると考えます。（※テストは“正しいと思うもの”を全て選択する形式です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．【アンケート】の上半期速報について 

 上半期の対象校の 10 校、2,619 人がアンケート調査に回答しています。その単純集計は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 普段自転車に乗っていますか？  

 普段自転車に乗っている人は、67％で、50％

は週に１回以上利用しています。 

問２ どのような時に自転車を使いますか？  

 塾や遊びに行く時に自転車を利用する人が多く

なっています。 

問３「車道」「歩道」どちらを通ることが多いですか？ 

？  
 「ほとんど歩道」が 44％で、車道通行は浸透し

ていない状況です。 

問５ 車道通行のルールを知っていましたか？  

 車道通行のルールは、半数は完全には理解して

いないようです。 

問６ 事故にあいそうになったことはありますか？ 

 全体の 35％は事故のヒヤリハット経験がある

ようです。（複数回答可） 

問７ 正直、車道の左側を走ろうと思いますか？ 

 車道を走ろうと思う、少し思う人は 79％です

が、依然「思わない」人も見られます。 

 正解の「イ 自転車が信号機のある交差点

を右折するときは２段階右折が基本であ

る」「ウ 交差点を直進するときは２段階

右折が基本である」の両方を選んだ正答

率は 39.8％と低くなっています。 

 特に交通安全教室実施前の正答率が低

く、交差点での通行方法を知らない人が

多くみられます。 

問４ 交差点での通行方法  正答率 39.8％ （教室“前”実施 34.7％ “後”実施 66.5％） 

問１ 自転車の通行場所  正答率 65.1％ （教室“前”実施 63.4％ “後”実施 74.0％） 

 正解の「イ 自転車は車道の左側端を通行

するのが原則」だけを選んだ正答率は

65.1％でした。 

 誤った回答として「ア 自転車は、歩道の

真ん中から車道寄りを通行するのが原

則」が最も多くなっています。 

問２ 車道での通行方法  正答率 62.3％ （教室“前”実施 59.8％ “後”実施 75.2％） 

 正解の「ウ 路上駐車がある場所は、後ろ

を確認して安全であれば、駐車車両の右

側を通って回避する」だけを選んだ正答

率は 62.3％でした。 

 誤った回答として「イ 車道では自転車を

追い越してはいけない」が多くなってい

ます。 

 

問５ 自転車の利用方法  正答率 74.4％ （教室“前”実施 71.6％ “後”実施 89.1％） 

 正解の「イ スマホや傘を差しながらの運

転はしてはならない」「ウ 夜は自転車の

ライトを点灯する」の両方を選んだ正答

率は 74.4％でした。 

問３ 歩道での通行方法  正答率 46.1％ （教室“前”実施 40.4％ “後”実施 75.8％） 

 正解の「ウ 歩道よりも車道を通行した方
が、交差点での事故は起きにくい」「エ 
自転車を降りて、押して歩けば歩道を通
行できる」の両方を選んだ正答率は
46.1％と低くなっています。 

 誤った回答として「イ ベルを鳴らして歩
行者に注意を促すと安全だ」が多くなっ
ています。 

 

②正誤 ③回答人数 ④回答率

ア
自転車は、歩道の真ん中から車道寄りを
通行するのが原則 × 481 23.5%

イ 自転車は、車道の左側端を通行するのが原則 ○ 1,669 81.4%

ウ 自転車は、車道の右側端を通行するのが原則 × 232 11.3%

エ 自転車は、どこを通行してもよい × 43 2.1%

①回答項目

②正誤 ③回答人数 ④回答率

ア
「止まれ」の標識があっても、安全であれば
自転車は一時停止しなくてもよい × 162 7.9%

イ 車道では、自転車を追い越してはいけない × 599 29.2%

ウ
路上駐車がある場合は、後ろを確認して安全
であれば、駐車車両の右側を通って回避する ○ 1,634 79.7%

①回答項目

②正誤 ③回答人数 ④回答率

ア
歩道を通行するときは、人がいなければ
スピードを落とす必要はない × 78 3.8%

イ ベルを鳴らして歩行者に注意を促すと安全だ × 613 29.9%

ウ
歩道よりも車道を通行したほうが、
交差点での事故は起きにくい ○ 1,426 69.6%

エ
自転車を降りて、押して歩けば
歩道を通行できる ○ 1,627 79.4%

①回答項目

②正誤 ③回答人数 ④回答率

ア
車道を通行しているときも、
信号機のある交差点では横断歩道を渡る × 640 31.2%

イ
自転車が信号機のある交差点を
右折するときは２段階右折が基本である ○ 1,339 65.3%

ウ
交差点を直進するときは、左折してくる車に
巻き込まれないように気をつける ○ 1,396 68.1%

①回答項目

②正誤 ③回答人数 ④回答率

ア
道が空いていれば、
横に2人並んで走ってもよい × 55 2.7%

イ
スマホや傘を差しながらの運転は
してはならない ○ 1,755 85.6%

ウ 夜は自転車のライトを点灯する ○ 1,802 87.9%

エ
自転車で事故を起こしても、
責任は問われない × 86 4.2%

①回答項目

問４ 車道では、どちら側を走っていますか？  

 車道を走る時は、64％が左側を走るとしていま

すが、「気にしたことがない」が 32％と多くな

っています。 

集計数：2,050人 集計数：2,619 人 

問８ 違反したことがある交通ルールはありますか？ 

 中学生では、③並進、①歩道のスピード、⑥歩

行者へのベルの順に違反が多くなっています。 

（複数回答可） 

①ほぼ毎日乗っ

ている
12%

②１週間に３～４

回くらい
20%

③１週間に１～２

回くらい
18%

④月に数回くらい
17%

⑤ほとんど乗らな

い
33%

①「車道」「左側通行」が

原則だと知っていた
50%

②「車道」は知っていた

が、「左側通行」は知ら

なかった
20%

③「歩道」が原則だと

思っていた
8%

④通行場所の決まりが

あることを知らなかった
22%

①駅に行く時
3%

②塾に行く時
25%

③遊びに行く時
31%

④買い物に行く

時
6%

⑤ほとんど乗らな

い
27%

⑥その他
8%

①ほとんど車道
20%

②どちらも同じく

らい
36%

③ほとんど歩道
44%

①車道の左側

(○）
64%

②車道の右側

（×）
4%

③気にしたことが

ない
32%

①思う
48%

②少し思う
31%

③あまり思わな

い
12%

④思わない
9%

19.5%

11.8%

14.1%

64.5%

0.0% 50.0% 100.0%

①自動車との事故にあいそうに

なったことがある

②自転車との事故にあいそうに

なったことがある

③歩行者と衝突しそうに

なったことがある

④ない

①自動車との事故にあいそうに 
なったことがある 

②自転車との事故にあいそうに 
なったことがある 

③歩行者と衝突しそうになった 
ことがある 

④ない 

40.8%

13.6%

45.6%

5.6%

22.1%

26.7%

11.7%

0.0% 25.0% 50.0%

①歩道をスピードを出して走ったことがある。

②大きな音で音楽を聴きながら走ったことがある。

③友達と、二人以上で横に並んで走ったことがある。

④雨の日に傘をさして、片手運転をしたことがある。

⑤友達と二人乗りで走ったことがある。

⑥歩道で、歩行者にベルを鳴らしたことがある。

⑦横断歩道で歩行者にぶつかりそうになったことがある。

①歩道をスピードを出して走ったことがある。 

②大きな音で音楽を聴きながら走ったことがある。 

③友達と、二人以上で横に並んで走ったことがある。 

④雨の日に傘をさして、片手運転をしたことがある。 

⑤友達と二人乗りで走ったことがある。 

⑥歩道で、歩行者にベルを鳴らした事がある。 

⑦横断歩道で歩行者にぶつかりそうになったことがある。 
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２．【はしる】の取組 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■現状と今後の方向性 

駅周辺（概ね１km の範囲）において現地踏査を行い、道路幅員、

交通規制、自転車駐車場の立地等の状況を整理しました。（下図参

照) 

現在、交通量調査や事故件数など定量的なデータに基づく現状分

析を行い、自転車の利用実態やルールの遵守状況等を考慮して、

自転車通行空間の整備対象路線を検討しています。 

今後は、検討結果を基に地域や関係機関（交通管理者、道路管理

者等）と具体的な整備形態の選定や整備の優先度などについて意

見を伺いながら調整し、自転車通行空間整備実行計画を策定して

いきます。 

 

■車道混在（矢羽根型路面表示） 

・自転車の通行位置や進行方向を車道に明示することにより、 

自転車と自動車が車道で混在することを示した通行空間 

・矢羽根型路面表示 

（青系色を基本とする） 

・自転車マーク 

・矢印表示 

 

２つのモデルエリアでの、自転車通行空間の早期着工・整備に向けて、 

関係機関との調整を図ります。 

 

当面の 

目標 

■自転車専用通行帯 

・交通規制により指定された自転車が専用で通行する車両通行帯 

・通行空間の全て又は部分的に着色（青系色を基本とする） 

 

① 自転車通行空間整備実行計画の策定 

■概要 

総合計画では、重点エリアから１～

２地区程度をモデル地区として選

定し、先行的に「自転車通行空間整

備実行計画」を策定することとして

います。 

重点エリアは、自転車利用が多い駅

から選定していきますが、下図の理

由から、「戸塚駅」と「鶴見駅（JR・

京急）」をモデル地区に選定しまし

た。 

モデル①  【戸塚駅】  （概ね駅から１km の範囲） 

【選定理由】 駅周辺の乗入台数が市内で最も多い（駅周辺の自転車利用者が多い） 

 

モデル②  【鶴見駅】  （概ね駅から１km の範囲） 

【選定理由】 駅周辺の乗入台数が多く、既に自転車通行空間が整備されている箇所があるため、 

  連続性を考慮した上で、新たな自転車通行空間の整備を行う 
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３．【とめる】の取組について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■現状と今後の方向性 

現行の制度としては、大規模小売店舗の設置者に対して

必要な駐輪台数の確保についての配慮を求める「横浜市

大規模小売店舗立地法運用基準」、ワンルーム形式集合建

築物に関して、自転車の駐車のための施設を設けること

を定めた指導基準があります。しかし、駐輪需要を発生

させる大店立地法の基準に満たない小売店舗や飲食店、

パチンコ店等の集客施設、また、ワンルーム形式以外の

共同住宅には駐輪場の設置を求める制度がありません。 

そこで、他政令都市同様附置義務制度を条例化し、集客

施設や共同住宅の設置者に対して駐輪場設置の義務付け

を検討します。 

。 

①附置義務制度の検討 

■概要 

昭和 60年の放置防止条例施

行以降、通勤・通学利用の放

置は、民営も合わせた市営駐

輪場の整備や放置自転車等の

移動により、約 7 万３千台か

ら約１万台に減少しました。 

今後、買い物等の施設利用の

駐輪需要に対応するため、他

都市で導入されている“駐輪

場の附置義務制度”の導入を

検討します。 

 

■【横浜市での附置義務制度】の考え方 

①一定規模以上の集客施設及び共同住宅を新築又は増築する際、

駐輪場の設置を義務付ける制度を検討します。 

②既存の施設及び条例の適用外となる施設についても、駐輪場の

設置を努力義務とする規定を検討します。 

 

③駐輪ガイドブックの制作 

■概要 

地元商店街や民間事業者等、駐輪の問題に悩む

地域が、自らの力で駐輪対策に望む際の拠り所

となる「駐輪ガイドブック」を検討します。 

 

■現状と今後の方向性 

「いかす」での自転車活用情報サイトと連動し、

ホームページで必要な情報が得られるように、

掲載コンテンツを検討します。 

 
■駐輪ガイドブックのイメージ （ホームページによる公開を想定しています。） 

地域の【駐輪対策を進めたい】との思いに対して、「駐輪ガイドブック」ホームページにアクセスして

もらい、【整備】【予防】【対応】の３つの観点から、地域での取組を紹介する予定です。 

具体の対応策は、市内や他都市での先進的な取組事例を含めて、駐輪対策の“気付き”を与える情報

を提供する予定です。 

④駐輪対策方針の検討 

■概要 

放置自転車、定期待機者等の駐輪問題がある鉄

道駅周辺の駐輪対策を、総括的に進めるために、

優先対応駅を選定し、検討します。 

■現状と今後の方向性 

駐輪対策方針は、「はしる」での自転車通行環境

整備のモデルエリア【戸塚駅】【鶴見駅】と連動

し、同２駅周辺を対象に検討します。 

対象２駅の駐輪対策方針を本年度中に明確化

し、次年度より具体の整備等を図る予定です。 

■駐輪対策方針の検討事項 

○モデル 2地区の現状分析 

放置自転車台数、民営を含めた駐輪場の配置・

収容台数・利用台数、市営駐輪場の定期利用待

機者数、自転車乗入台数の推移を整理。 

○モデル 2地区の駐輪場整備方針策定 

地域の将来人口推計等を活用して、将来の駐輪

場需要予測を推定。 

駐輪場の需給状況等に応じて、駐輪場整備のあ

り方について立案。 

②料金制度の見直し 

■概要 

「料金制度の改定検討（利

便性、サービス水準に基づ

く変動料金制など）」につ

いては、料金格差の設定要

素を右図のとおり 4つの

要素を基本に検討します。 

■現状と今後の方向性 

「変動料金制」を導入する場合、現行条例に定める固定額の【手数料】の位置づけを、条例改正によ

り【使用料（利用料）】に変更することが必要です。 

また、現在無料で開放している「日曜・深夜の料金徴収方法」の検討、サービス向上及び施設の維持

管理の効率化に向けた「指定管理者制度の有効性」の検討等も必要なことから、市営駐輪場の将来的

な運営方法もあわせ、他都市の事例、協議会意見等を参考にしながら検討します。 

■川崎市での附置義務駐輪場の設置基準 

【対象区域】      【対象施設、対象規模及び原単位】 

・市内の市街化区域（調整区域、工業地域を除く） 
 

【罰則】 

・制度の実効性を担保するため、罰則規定を設定 

  措置命令違反：50 万円以下 

 虚偽報告等 ：20 万円以下 

 無届等   ：10 万円以下 

■他政令市の附置義務制度導入状況 

○全 20政令市のうち、横浜市と浜松市を除く 18 政令市で、商業

施設等に駐車場の設置を義務付ける条例を制定。 

○小売店、銀行、遊技場等で概ね 300～500㎡以上の施設で、

15～25 ㎡につき１台の設置を義務付ける制度があります。 

 

■附置義務制度で定める主な事項 

①対象となる施設 
 遊技場、小売店舗、銀行、共同住宅、官公署など 

 コンビニ、カラオケ店等、個別指定の例もあり 

②対象とするエリア 
 市域全域、商業系地域、駐車場整備地区等 

③施設面積に対する必要台数（原単位） 
 他都市：20 ㎡毎に１台（小売店舗等）など 

④対象施設の面積（小規模、大規模施設） 
 対象としない小規模施設の面積 

 過剰整備を抑制する大規模施設の減免基準 

 

■【大阪市自転車駐車場の附置等に関する条例】での大規模施設の緩和基準 

【特徴】 

・他都市の附置義務条例では、大規模施設での過剰な駐輪場の整備

を抑制するための緩和基準を設けています。 

・大阪市では、段階的な基準に加えて 5,000 ㎡、10,000 ㎡等の

基準を超えた部分の面積での免除規定（原単位 0 台）を設ける特

殊な設定となっています。 

・さらに、特定商業地域（容積率 600％以上の商業地域）ではさら

に台数を 3/4 に減免する措置を設けています。 

（特定商業地域での面積毎整備台数は右図参照） 
 

 ■大阪市条例での附置義務規定 
用 

途 

施設の 

面積の区分 

駐輪場の規模 

（A） 

特定商業地域の 

駐輪場の規模 

遊
技
場 

1,000 ㎡ 

までの部分 

施設面積 15 ㎡ 

までごとに１台 

施設面積 15 ㎡ 

までごとに１台 

1,000～5,000 

㎡までの部分 

施設面積 15 ㎡ 

までごとに１台 

（A）欄での 

算定台数の 3/4  

5,000 ㎡を 

超える部分 

施設面積に 

関わらず 0 台 

施設面積に 

関わらず 0 台 

小
売
店 

1,000 ㎡ 

までの部分 

施設面積 15 ㎡ 

までごとに１台 

施設面積 15 ㎡ 

までごとに１台 

1,000～10,000 

㎡までの部分 

施設面積 75 ㎡ 

までごとに１台 

（A）欄での 

算定台数の 3/4  

10,000 ㎡を 

超える部分 

施設面積に 

関わらず 0 台 

施設面積に 

関わらず 0 台 

 

 

業務

小
売
店
舗

飲
食
店

レ
ン
タ
ル

ビ
デ
オ

映
画
館

カ
ラ
オ
ケ

ボ

ッ
ク
ス

パ
チ
ン
コ

店
等

ス
ポ
ー
ツ

施
設

学
習
施
設

病
院

銀
行
等

郵
便
局

官
公
署
等

対象規模
（㎡）

400 400 400 400 400 300 500 300 400 500 300 300

原単位
（㎡/台）

20 20 20 20 20 15 25 15 20 25 15 15

別途
基準
あり

商業・娯楽・厚生 金融
共
同
住
宅

買い物等の短時間の放置自転車など、これまでの駐輪対策と異なる課題に対して、 

民間事業者、建物所有者等との連携の中で、市が行うべき対策を検討します。 

展開 

 

当面の 

目標 
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４．【いかす】の取組について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①横浜市 自転車活用サイトの制作 

■概要 
自転車の活用に向けて、駐輪場、交通ルール等
の情報提供に加え、自転車の特性を活かすため
の情報を含めたポータルサイトを制作します。 
 

■現状と今後の方向性 
他都市での自転車活用サイト等を参考に、記載
すべきコンテンツを検討します。 
（検討中の内容は、７・８ページ参照） 

 

Pick  
UP 

 
 

イメージできる図面など 

②民間連携を軸とした保険加入促進の取組 

■概要 
これまで「ハマの自転車保険」の提供、自転車保険加入
促進にむけた広報等を、民間企業と連携して進めてきま
した。自転車保険に関する意識や現状把握のため、今年
度はヨコハマ e アンケートを実施しました。 
 
■現状と今後の方向性 
アンケート結果では、約 45 ％の人が自転車保
険に加入していること、加入していない理由と
しては、「加入方法がわからない」「面倒」など
で、加入方法の周知や、加入の重要性の啓発な
どが必要だとわかりました。中には、保険の義
務化を要望する声もあり、他都市の状況を研究
しながら、自転車保険の普及に向けた対策を検
討していきます。 
【自転車保険加入促進ポスター 
東急東横線まど上広告(H29.9.20 ～10.17 掲出)】 
 

■自転車保険に関するアンケート調査 
○ヨコハマ e アンケート結果（回答 1,421 人） 
実施期間：平成 29 年５月 26 日～６月９日 
【自転車保険に加入していますか？】 
 
 
 
 
 
 
 

 

【加入していない理由は何ですか？】 
 
 

加入している
45.4%

加入していない
46.9%

わからない
7.0%

無回答 0.7%

保険加入の
有無（584人）

加入方法が
わからないから
22.6%

面倒だから
21.5%

高額だから8.8%

知らなかったから
17.5%

その他
28.5%

無回答 1.1%

加入しない
理由（274人）

④コミュニティサイクルポート拡大の新たな取組 

■概要 
コミュニティサイクルの利便性向上のため、コ
ンビニエンスストアとの協定に基づき、民間用
地を活用した取組に着手しました。 
 ■現状と今後の方向性 
横浜市と地域活性化包括連携協定※を結ぶ、㈱
セブン-イレブン・ジャパンの協力により、コン
ビニエンスストアにコミュニティサイクルポー
トを平成 29 年 8 月 4 日より設置しています。 
セブン-イレブンは「近くて便利」をキャッチコ
ピーとしており、「近くて便利」なコミュニティ
サイクル実現に向けた重要な取組となります。 
今後も引き続き連携を図り、更なる利便性向上
を図る予定です。 

 

【設置イメージ】 
 

■コミュニティサイクル事業の現状（H29.7.1現在） 
【期間】  平成 26 年 4 月 1 日～ 
       平成 31 年 3 月 31 日（5 年間） 
       （最大 10 年間まで延長） 
【規模】  自転車 約 400 台（電動アシスト付） 
      ポート数 50 箇所 
【主体】  実施主体：横浜市都市整備局 
      運営主体：㈱ドコモ・バイクシェア 
 

【利用実績】 
 
 
■年間利用回数（平成 28 年度） 
   平均利用回数�約 609 回／日 
     → 前年度実績： 約 470 回／日 
     → 前年度比 ：＋約 139 回／日 

■会員登録者数（平成 29 年 3 月末） 
   累計登録者数�約 56,000 人 
     → 前年度末： 約 39,000 人 
     → 前年比 ：＋約 17,000 人 

横浜不老町 1 丁目店（８台） 
 

横浜弥生町３丁目店（３台） 

※地域活性化包括協定とは 
�企業と横浜市が相互の連携を強化し、特定の事業分野に限ら
ない広範囲の分野について様々な事業を行うことを通じて、
地域の活性化や市民サービスの向上を目指す取組です。 

⑤自転車活用に向けた庁内検討体制の構築 

■概要 
自転車活用推進法での基本方針
や、国の本部組織を踏まえ、観光、
教育、防災など様々な分野での自
転車活用を具体化するための組
織体制を創ります。 
 
■現状と今後の方向性 
平成 29 年 9 月に、既存の自転
車関連庁内会議に、新たに観光分
野、健康分野等の関係課の参加を
依頼し、庁内体制を拡大していま
す。 
本年度は 2 回の庁内会議を予定
しています。 
 

■庁内組織体制の拡充 
・平成 29 年 9 月からの自転車活用に関する庁内会議では、 
以下の部署が参加しています。 

【事務局】道路局総務部 交通安全・自転車政策課 

【庁内WG 従来メンバー】 
①区 土木事務所 ②区 地域振興課 
③経済局 産業立地調整課 ④経済局 商業振興課 
⑤都市整備局 都市交通課 ⑥市民局 スポーツ振興課 
⑦建築局 企画課 ⑧建築局 建築企画課 
⑨道路局 企画課 ⑩道路局 管理課 
⑪道路局 施設課 ⑫道路局 交通安全・自転車政策課 

【庁内WG 追加メンバー】 
⑬文化観光局 観光振興課 ⑭健康福祉局 保健事業課 
⑮総務局 危機管理課 ⑯教育委員会事務局 健康教育課 
⑰温暖化対策統括本部 調整課 

③自転車利用環境の外国語対応の展開 
 

■概要 
日本語が分からない方でも、
自転車を正しく利用できるよ
う、交通ルール、駐輪ルール
の外国語対応を進めます。 
案内サインの多言語表記を進
めています。 
 

■現状と今後の方向性 
放置禁止区域が理解できず、自転車が撤去
されてしまう外国の方に対応するため、先
行して「放置禁止区域」のサインについて、
多言語表記を進めています。 
平成 29 年度中に、関内駅周辺の 14 か所
に先行導入します。 
 

自転車活用推進法を受けて、自転車の様々な場面での活用を視野に庁内検討組織を 
拡充するとともに、施策を強力に推進するための制度を検討します。  

展開 

 

当面の 
目標 
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    ①横浜市 自転車活用サイトの制作 

   【自転車活用情報サイト】について 
 

１．自転車活用情報サイトの作成について 

 横浜市の自転車情報に関する情報は、現在は各課の公式ホームページに準じて作成しており、自転車ユーザーが興味を持ち、積極的に情

報を集めにアクセスする状況ではありません。 

 一方で、自転車活用を強力に推進する静岡市や京都市では、自転車活用に必要な情報をまとめた情報ポータルサイトが作成され、専用の

ドメインや目を引き分かりやすいデザイン等にも配慮した情報提供が進んでいます。 

 国内外から多くの来街者が訪れる本市でも、自転車に関する情報の全てを網羅した情報サイトの構築を検討していきます。 

 なお他都市の情報サイトでは、トップページより駐輪情報や保険加入、自転車マップ等、概ね５～６個のトピックを設けています。 

 横浜市では、現在推進している「まもる」「はしる」「とめる」「いかす」の枠組みの中で、市内での自転車利用者の視点に立ち、【知

りたいことを、すぐに調べられる】分かりやすいサイトをつくります。 

 

 

 

 
 

２．自転車活用情報サイトのサイトマップについて 

 自転車活用情報サイトについては、横浜市より発信したい情報を、市民の【知りたいこと】に合わせて調べることができるよう配慮した、サイトマップを想定しています。 

 

 

 

 

 

        【知りたいこと】がすぐ分かる！ みんなの サイクル・ステーション 横浜 （仮） ネーミング案 

■市と連携する保険会社の紹介 

■トップページ 【みんなが 知りたいことは 何ですか？】 

①トップページでは、以下の４項目をバナー形式でアクセスできるようにします。 

②最新ニュースは、トップページで閲覧できるようにします。 

■サイクル・ルール 

 基本のルール・乗り方 

 自転車テスト（年代別） 

■放置自転車検索システム 

 防犯登録番号等で保管場所を 

  検索できるシステム 

■自転車保険とは？ 

 自転車保険とは何か？ 

 なぜ入らないといけない？ 

 自転車保険の入り方は？ 

 

■総合計画や条例について 

■駐輪場検索システム 

■外部リンク 

 ベイバイクホームページ 

 ベロタクシーホームページ 

 

■自転車利用環境整備について 

 自転車通行空間の整備 

 駐輪場の整備・運営 

 

 駐輪場マップ 

■自転車にのるときは？ 

※自転車に乗る時に必要な、ルール、駐輪場の場所、マップを中心に情報を提供。 

コミュニティサイクル等は外部リンクで対応を予定。 

 

■放置自転車はどこに？ 

※放置自転車を検索できるシステム

を構築する予定。 

■自転車保険はどう入る？ 

※自転車保険の意義、入り方等を分か

りやすく紹介 

 

■これからの市の取組は？ 

※行政が今後進める取組について、分

かりやすく紹介。 

■ヨコハマ・サイクル・マップ 

 サイクル観光ルートマップ 

 防犯登録を 

推進する効果 

も期待。 

 市交通安全協会 

 どこに相談したらよい？ 

 

 自転車総合計画とは？ 

 自転車を活用する条例とは？ 

 

■ヨコハマ・サイクルNEWS 

 想定するNEWS 

交通安全啓発イベント 

NEWS 

市内での自転車イベント 

NEWS 

横浜市からのお知らせ …など 

 連携する保険会社のリンク 

 

※外部リンクに接続 

Pick 

UP 
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参考①：静岡市 自転車生活情報サイト「しずおかサイクルシティ」 
                   http://www.shizuoka-cyclecity.jp/ 

■ページデザイン 

【トップページ】    【駐輪場情報】 

  

 

■サイトマップ 
 

 

 

 

 

参考②：京都市 「京都市サイクルサイト」 
                       https://kyoto-bicycle.com/ 

■ページデザイン 

【トップページ】    【駐輪場情報】 

   

 

■サイトマップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

■トップページ 

※トップページには、ニュース記事（お知らせ）が掲載 

※サイトの重要な部分は「FEATURE」として特だし 

 FEATURED  観光レンタサイクル情報 

 自転車コース 

 自転車クイズ（未） 

■静岡市の取り組み 

※行政の取組を伝えるため

の項目 

■歴史 

■けいきさん自転車復刻プロジェクト 

■自転車利用計画  基本計画編 

 概要編 

■放置自転車について  放置自転車情報 

■自転車走行空間整備状況  ネットワーク整備計画 

 整備手法 

■自転車利用について 

※利用する人、利用したい

人に対する自転車ルー

ル、効果等の啓発 

■自転車交通安全情報  自転車安全利用五則 

 安全な自転車利用のために（未） 

 自転車クイズ（未） 

■自転車利用のメリット  ※二酸化炭素排出、エネルギー消費、 

 自転車の速達性、地域経済寄与…等 

■駐輪場情報 

※駐輪場の場所、料金等 

■市営駐輪場情報  葵区 

 駿河区 

 清水区 

※個別駐輪場の情報は 

 静岡市 公式 HPに移動 

■自転車コース  自転車マップ（平日版） 

 自転車マップ（休日版） 

 自転車マップ（三保版） 

■自転車コース 

※㈱シマノ等との協働によ

り作成したマップを紹介 

■静岡市の自転車の歴史 

※市と自転車との関係を、

歴史に絡めて解説 

■トップページ 

※動画でトピックスを掲載（①京都市 PR、②自転車保険義務化の周知、③一般向け・子ども向け自転車ルール冊子 PR） 

※テキストによる NEWS も併せて掲載 

■ニュース 

※自転車安全教室などのイ

ベント開催報告や放置自

転車の撤去を案内 

■駐輪場Navi 

※駐輪場の場所、料金等 

■駐輪場検索 

■よくある質問 

※市と自転車との関係を、

歴史に絡めて解説 

■自転車保険 

■駐輪場 

■撤去自転車 

■自転車保険 

※制度の概要や手続きの仕

方について紹介 

■義務化の背景（PDF） 

■義務化の概要（PDF） 

■レンタサイクル事業者  事業者向け保険について 

■事業者の方はこちら  施設賠償責任保険 

 自転車保険加入義務化啓発チラシ 

■撤去自転車について 
※防犯登録番号か車体番号

で検索可能 

■撤去自転車検索サイト  ※補足説明として下記を記載 

 ・返還に必要なもの ・保管期限 

 ・開設日時     ・保管所場所 




